運転手まついさんとその時代-文学研究者が読む「定番教材」 by 山本 一
タクシー運転手「まついさん」を主人公とする、あまんきみ
こ作「白いぽうし」は、「定番教材」としての長きにわたって
小学校国語科の教科書に掲載されてきた。まついさんのタクシ
ーは、「変わることなく教科書の中を走り続けている」とも一一一一口
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
は
た
し
て
そ
の
タ
ク
シ
ー
は
、
ど
こ
か
遠
く
の
時間のない空想の国を走っているのであろうか。
「曰いぼうし」の冒頭、客の紳士は汗を拭いている。本文に
は二夏がいきなりはじまったようなあつい日」と書かれている。
しかし親切なはずのまついさんは、「冷一房を入れましょうか？」
とは尋ねない。同じ単行本『車のいろは空のいろ』に収められ
た「すずかけ通り三丁目」では、季節は夏本番の七月、渋滞の
ために「車のなかはいっそうあつく」なっているのに、クーラー
１
冷
房
タ
ク
シ
ー
の
登
場
運
転
手
ま
つ
い
さ
ん
と
そ
の
時
代
ｌ
文
学
史
研
究
者
が
読
む
「
定
番
教
材
」
は入らない。彼のタクシーにはカークーラーがついていないので
ある。そのことが不思議でない時代に、この作品は書かれ、そ
の時代にの子どもたちに読まれた。その時代とはいつなのか？
「白いぽうし」の雑誌初出は一九六七年（昭和四二年）、ま
ついさんが登場する最初の作品「くましんし」の初出は一九六
五年（昭和四十年）である。もちろん、文学作
品の発
表時点が
いつもそのまま作中の現在であるとは限らない。ただ、先に触
れた「すずかけ通り三丁目」は、「一一十一一年まえのきょう」が
昭和二十年七月の空襲の日だとされているので、作中現在は一
九六七年（昭和四十二年）と特定できる。これらをふくむ八編
の作品が単行本『車のいろは空のいろ」にまとめられるが、そ
の
初
版
は
一
九
六
八
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
八
つ
の
作
品
の
現在は、ほぼ一九六○年代の半ばをやや過ぎた頃、年号で言え
ば昭和四十年代前半頃であろうと見当がつく。
山
本
1８
偶然と言うべきか、一九六七年は、「冷房タクシー」の文字が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
る
年
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
の
タ
ク
シ
ー
業
界
が
申
請した冷房割増料金制を大阪陸運局が認可したことが社会問題
となり、「国会でもはげしい論戦が交わされ」（七月二十日朝日
新聞社説）たというのである。関係の新聞報道を見ると、これ
より二年前に、同じ割増料金が福岡市で（ただし冷房を運転す
ることに客が同意した場合にのみ適用される「選択制」として）
導
入
さ
れ
た
が
、
ひ
と
頁
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
冷
房
車
が
走らなければこのような問題は起こりえないが、逆にすべての
タクシーに冷房がついているなら「割増料金」という発想もあ
り得ない。この騒ぎは、まさにこの年がタクシーの冷房車化の
ひ
と
つ
の
節
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
じ
つ
は
冷
房
タ
ク
シ
ー
は、はやくも一九五八年に東京都内で二十台が走り始めている
（六月三○日読売新聞朝刊七面「いずみ」欄）。しかし、普及が
始まるのは六○年代半ばの福岡市、名古屋市、そして大阪を含
む関西都市圏においてであった。東京での冷房化加速が報じら
れたのは、大阪での騒動の翌年、’九六八年夏（八月十一日朝
日新聞朝刊十六面東京版）で、その記事によれば三万台あまり
の
タ
ク
シ
ー
の
八
割
に
冷
房
が
つ
き
、
前
年
の
一
割
弱
に
く
ら
べ
る
と
ま
さ
に
爆
発
的
な
普
及
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
つ
い
さ
ん
が
車
を
走
ら
せ
て
い
る
町
は
特
定
の
モ
デ
ル
を
持
た
な
い
と思われるが、描かれているありさま（たとえば駅前の混雑、
大学病院の存在、近郊の旅客用飛行場の存在、第二次世界大戦
末
期
の
空
襲
の
目
標
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
）
か
ら
見
て
県
庁
所
在
地
ま
た
は
そ
れ
に
継
ぐ
程
度
の
、
中
規
模
地
方
都
市
と
見
ら
れ
る
。
一
九
六
○
年
代
の
半
ば
過
ぎ
、
大
都
市
で
普
及
し
始
め
た
冷
房
タ
ク
シ
ー
は
、
ま
だ
地
方
都
市
で
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
八
六
年刊「続車のいろは空のいろ」に収められた「しらないどうし」
は
、
「
す
ず
か
け
通
り
三
丁
目
」
同
様
に
七
月
の
空
襲
の
記
憶
と
関
係
が
あるが、この物語ではタクシーのクーラーに重要な意味が与え
られている。作中現在は「一一一十三年まえのきょう、…一一一十機の
Ｂ２９が、．：」とあることから昭和五十三年（’九七八年）と
特定される。「白いぽうし」の約十年後であり、この間に、日
本
中
ど
こ
で
も
タ
ク
シ
ー
の
ク
ー
ラ
ー
は
説
明
不
要
の
あ
た
り
ま
え
の
事
がらになったのである。
タ
ク
シ
ー
の
冷
房
の
あ
る
な
し
は
、
た
と
え
ば
自
動
車
そ
の
も
の
の
普
及に比べれば社会的な意味ははるかにちいさい。しかし、人間
の
生
活
の
具
体
的
な
細
部
と
、
そ
の
感
覚
的
・
心
理
的
な
印
象
に
支
え
ら
れる文学作品にとっては、生活の風景の変化はどうでもよい問
題
で
は
な
い
（
こ
の
点
は
、
作
品
が
写
実
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
と
は
関
係
が
な
い
）
。
そ
こ
で
、
も
う
す
こ
し
「
ま
つ
い
さ
ん
の時代」にこだわってみたい。
1９
単行本「車のいろは空のいろ』の時点で、まついさんは、ヘ
ビーがつくかどうかはともかくスモーカーである。八編中三編
にタバコを吸う場面がある（他に客だけが吸う場面が一編にあ
る）。’九六○年代には、子ども向けの読み物であっても、喫
煙の場面を避けるという発想はなかった。むしろ、仕事をして
いる大人の描写として、休憩（「小さなお客さん」）や気持ちを
落ち着けたい時（「うんのいい話」）にタバコを取り出すことは、
ごく自然であった（ちなみに稿者・山本は一九六○年代に学童
期を過ごした者だが、当時は、親孝行やお手伝いのひとつとし
て「お父さんにタバコとマッチを持って行ってあげる」と子ど
も
が
答
え
て
い
た
と
い
う
記
憶
が
あ
る
）
。
伊
佐
山
芳
郎
「
嫌
煙
権
を
考
える」（岩波新書、一九九九年）によれば、一九七○年のＷＨ
Ｏ第二十三回総会でのリポート「喫煙と健康」が、「煙草問題
への本格的取り組みの開始」のメルクマールであり、日本にお
ける禁煙運動の本格化はそれ以降のことである。はたして『続
車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
』
二
九
八
六
年
）
に
は
喫
煙
場
面
は
な
く
、
ま
つ
い
さ
ん
が
こ
の
間
に
禁
煙
し
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
ま
つ
い
さ
ん
の
健
康
に
と
っ
て
は
嘉
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
価
値
観
の
変
化
に
伴
っ
て
、
労
働
の
風
景
の
描
か
れ
方
が
変
貌
し
た
２
タ
バ
コ
と
レ
モ
ン
のである。
次にくだものについて見よう。「白いぽうし」では、まつい
さんの実家から届いた夏蜜柑の香りが、重要な役割を果たして
いるが、作品の冒頭で客の紳士はこれを「レモンのにおいです
か？」と尋ねている。レモンについて、’九六八年（昭和四三
年）版「日本農業年鑑」に掲載されている「果実の輸入実績」
表（一六六頁）の説明には、次のようにある。
レモンの輸入も、三九年五月に自由化されて以来急増し、
四一年は一一万一一一一一○○トンの輸入で前年の一一倍、三八年の
八・五倍に増加した。
この頃から、日本の農業政策は関税による保護から輸入自由
化に転換しつつあり、その大きな影響を受けたのが柑橘栽培で
あった。ちなみに、平成十年代のレモン輸入量は八万四千トンか
ら九万一千トンの間であり、昭和四十一年の四倍弱であるから、
な
お
昭
和
四
十
年
代
に
は
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
程
レ
モ
ン
は
あ
り
き
た
り
で
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
統
計
数
字
か
ら
生
活
感
覚
を
類
推
す
る
こ
と
は
危
険
が
伴
う
。
心
象
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
「質」は客観的数値の「量」に直接対応しないからである。そ
れを承知であえていささか推測すれば、レモンが「舶来高級」
品
か
ら
平
凡
な
果
実
へ
と
変
貌
す
る
の
が
お
よ
そ
六
十
年
代
の
半
ば
で
あ
り
、
客
の
紳
士
は
そ
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
2０
わ
ち
、
彼
に
と
っ
て
は
夏
蜜
柑
よ
り
は
レ
モ
ン
の
方
が
な
じ
み
の
あ
る
果
実なのだが、同時におそらく、夏蜜柑ですかと一一一一口わずににしモン
で
す
か
と
聞
く
と
こ
ろ
に
、
多
少
の
街
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
なお、「車のいろは空のいろ』の出版後の一九七一年、グレ
ープフルーツが自由化され、競合する夏蜜柑の栽培に大きな打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
自
由
化
ま
で
は
「
ア
メ
リ
カ
に
し
か
な
い
珍
しい果物」であったグレープフルーツは、以後、大衆的な商品
へ
と
変
貌
し
て
い
く
（
ち
な
み
に
一
九
六
四
年
・
昭
和
三
十
九
年
に
発
表
された大江健三郎「個人的な体堅墜８節に登場するグレープル
ーッは自由化以前の果物である）。ただし、グレープフルーツ
と競合した夏蜜柑栽培は、既にいわゆる「甘夏」に品種←称換を
行っており、以後も新品種によって輸入植橘に対抗していくこ
とになるが、まついさんの夏蜜柑は、察するところおそらく酸
味の強い伝》枕的な品種であろう（ちなみに稿者・山本は、幼児
期
に
あ
る
親
族
の
家
で
、
冷
や
し
た
夏
蜜
柑
の
果
実
に
砂
糖
と
酸
を
中
和
するための重曹をまぶしたものを、おやつとして出された記憶
がある）。まついさんの実家の夏蜜柑は、おそらく自家消費用
に家の近くに植えられている樹で、商品として栽培しているわ
けではなかろう。作品以後に、まついさんの実家が自由化の波
をかぶったであろうと心配する必要はなさそうである。
と
は
い
え
、
農
産
物
輸
入
の
自
由
化
に
象
徴
さ
れ
る
、
近
代
化
に
と
も
な
う
都
市
と
農
村
の
変
貌
は
、
一
九
六
○
年
代
と
い
う
時
代
の
も
っ
と
も
大きな事象のひとつであった。
大川健嗣によれば、「東京・大阪・名古屋などの労働市場に
向
け
て
、
毎
年
四
○
～
五
○
万
人
代
の
人
口
が
地
方
か
ら
三
大
都
市
に
流
出
し
て
行
っ
た
。
そ
の
ピ
ー
ク
は
、
約
六
五
万
人
を
記
録
し
た
一
九
六
一
、
二（昭和一一一六、七）年であった」（日本村落研究学会編「日本
農
業
・
農
村
の
史
的
展
開
と
農
政
第
二
次
世
界
大
戦
後
を
中
心
に
／
【年報］村落社会研究１３７』農山漁村文化協会二○○｜年年
十一月）。同じ文献からさらに引用する。
…こうした動きは、前述の一九五○年代末に始まった新規
学卒の若年労働力をはじめ、農家の次三男（女）層といっ
た
、
戦
後
長
ら
く
農
山
村
に
滞
留
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
相
対
的
過
剰人口の大量流出時代と較べるとかなり質的な変化が見ら
れる。すなわち、新規学卒者の流出は従来どおりであった
が、一九六○年代半ば頃になると、西日本においては田畑
や家屋敷までも処分して離村するという、いわゆる「挙家離
村型」の人口流出というきわめてドラスティックな人口流出
が一般化するようになり、他方、東北地方や北陸地方などの
３
離
農
と
団
地
２１
ような東日本の稲作単作地帯に見られるように、…（中略）
「出稼ぎ型」人口流出が、これまた一般化するに至った。
「白いぽうし」の時代は、このような農村人口の都市への流
出の時代にほかならない。そして、まついさん自身も、「小さ
なお客さん」に「いなかから、この町に…もう一一一年」、「すずか
け通り三丁目」に「一一一年も運転手をしている」とあるように、
昭和三十九年（’九六四年）頃の春に農村部から都市に出てき
た「流出人口」であった。
もちろん、まついさんの場合は、大川が取り上げたような典
型的なケースとは異なる。「すずかけ通り三丁目」によれば、
まついさんには弟がいる。弟が農家を継いでいるかどうかは判
らない。「ごろう」という名前からすれば、長男ではないかも
しれないが、兄がいるかどうかははっきり判らない。可能性と
しては、多くの男兄弟のうち誰かが農業を営み、彼を含む兄弟
たちはそれぞれ都会に出ているのかも知れない。いずれにせよ、
「白いぽうし」から母親が田舎にいることは間違いないので、
「挙家離村型」ではない。季節にかかわらず都会に住んでいる
ようなので、「出稼ぎ型」でもない。むしろ、大川が少し前の
時代のタイプとして示している「いわゆる相対的過剰人口の」
流出に近い可能性がある。この点を踏まえた上で、それでもな
お、まついさんが広い意味で、農村部から都市部への労働人口
の大移動という時代の波の一角にいることに注意する必要があ
る。そのことの意味は後に論じる。
都市部の人口の増大は、都市の環境と景観にも変化をもたら
した。そのことを象徴的に示すのが都市近郊に出現した鉄筋コ
ンクリートづくりの集合住宅群、いわゆる「団地」である。日
本住宅公団などの後身組織である独立行政法人都市再生機構
（ＵＲ都市機構）のホームページによれば、一九六三年（昭和
三十八年）全国統一標準設計〈冊型）が始まり、その翌年に大
阪府の千里ニュータウン入居が始まる。一九六五年には公団住
宅の浴室にホーロー浴槽が採用され、同じ年に多摩ニュータウ
ンと泉北ニュータウンの開発計画が決定している。まついさん
のタクシーが走っている時代は、団地の建設と普及の時代でも
あったと一一一一口ってよい。
「白いぽうし」の最後の場面は、まさに「小さな団地の前の
小さな野原」なのだが、その景観を具体的に示すのは、蝶の化
身
と
お
ぽ
し
い
女
の
子
が
口
に
す
る
「
い
っ
て
も
い
っ
て
も
、
し
か
く
い
たてものばかりだもん。」ということばであろう。このことば
は
、
ビ
ル
化
の
進
ん
だ
街
全
体
に
対
す
る
も
の
と
解
し
て
も
さ
し
つ
か
え
ないが、団地に対してこそ最もよく当てはまる。特に公営の公
団住宅は、一戸の設計が全国一律化されるとともに、各団地の
棟の設計（階や一棟に入る戸数）も公平に均一化され、日照を
2２
確
保
す
る
た
め
に
各
棟
は
お
お
む
ね
同
一
方
向
に
並
行
し
て
建
て
ら
れ
た。それらは、女の子のことばどおり「画一的」な印象を与え
る
が
、
反
面
で
は
秩
序
だ
っ
た
近
代
的
な
都
市
景
観
の
典
型
と
し
て
も
受
け取られた。日本住宅公団が一九六五年に刊行した『日本住宅
公
団
十
年
史
」
は
、
巻
頭
に
二
○
頁
に
も
及
ぶ
カ
ラ
ー
お
よ
び
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
を
掲
げ
、
各
地
の
団
地
の
風
景
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
含
意
は
新
し
い
都
市
の
景
観
美
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
写
真
頁
の
そ
こ
か
し
こ
に
加
え
ら
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
い
く
つ
か
は
、
そ
う
いう意味においてきわめて興味深いので引用しておきたい。
団地は計画的につくられた街である。附近の街並とは一
見
不
調
和
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
不
調
和
が消えるとき、新しい日本人の生活が生きてくるだろう。
（七三頁）
いまや団地というものは都市生活を代表する概念となっ
て
き
た
。
団
地
の
た
た
ず
ま
い
が
、
都
市
の
な
か
で
の
新
し
い
美
し
永い間、私たちの生活に親しんできた木造住宅に代わっ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
住
宅
が
私
た
ち
の
生
活
に
入
っ
て
き
た
。
新
し
い
住
宅
が
、
新
し
い
日
本
人
の
生
活
を
作
り
あ
げ
て
ゆ
く。（二○頁）
もちろんこれは、団地建設を進める側のプロパガンダである。
てきた。団地のたたずまいが、部
さをつくりあげてゆく。（七八舌ｇ
永
い
間
、
私
た
ち
の
生
活
に
親
し
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
当
時
の
庶
民
感
覚
か
ら
遊
離
し
た
空
疎
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
の
は
一
面
的
で
あ
ろ
う
。
明
治
以
降
の
日
本
国家が粁余曲折を繰り返して進めてきた、近代化の最終局面が
六○年代には訪れつつあった。近代化には必ず正負の評価があ
るとして、正の評価を端的に表現するのがこれらのキャプショ
ンだと言える。火災にも震災にも弱い木造住宅からの脱却、混
乱した開発がもたらす無秩序な都市景観への対抗、増大する都
市
勤
労
者
人
口
に
対
す
る
均
質
で
近
代
的
な
住
居
の
提
供
、
そ
の
よ
う
な
「団地」の正の側面を無視して、六○年代の日本は理解できな
い（なお、団地のに対する意識の正負の両義性については、磯
田光一『戦後史の空間』〔新潮社、’九八三年、のち新潮文庫
に収録〕所収の「住居感覚のディレンマ」が興味深い分析を行
っている）。
作者あまんきみこは、まついさんシリーズを書き始めるに当
たって、彼の性格・年齢・経歴そのほかをあらかじめ精密に設
定しなかったと述懐している百本児童文学協会編『作家が語る
わたしの児童文学巧人」につけん教育出版社、二○○二年Ｙむし
ろ、まついさんは、作者の視点から、乗客たちを迎え入れ、見つ
４
時
代
と
作
品
2３
める存在であったようだ。この述懐は尊重されるべきであろう。
本稿で私はまついさんの閲歴とその時代背景を追求してきた
が、それは決して、作者が意図的に「時代」を描いていると考
えたからではない。むしろ、作者の意図（作者によって主観的
に考えられた意図）とは別に、なかば無意識に「車のいろは空
のいろ」に色濃く投影された「時代」について、あえて野暮な
詮索を進めてみたのである。その時代とは、簡単に言ってしま
えば、社会構造の都市化が大きく進展した時代である。多くの
日本人が、本来の生活から切り離され、新しいより人工的な環
境の中で暮らすことを余儀なくされていた。彼等自身はもとよ
り、本来の都会居住者も、「田舎」が変貌し都市が膨張するこ
とに対して、経済と社会が発展し、生活が便利になるという希
望
を
見
出
す
一
方
で
、
何
か
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
悲
哀
と
郷
愁
を
抱
いていたと思われる。作者もまた、そのような哀惜と郷愁を時
代と共有していた。「車のいろは空のいろ』に登場する動物た
ち、あるいは人物たちは、多くの場合、このような郷愁の具象
化である。より正確に言えば、失われゆくものが、実は失われ
る
こ
と
な
く
、
私
ど
も
の
す
ぐ
近
く
に
ひ
っ
そ
り
と
生
き
延
び
て
い
て
く
れることを願う、作者の願望の具象化である。
「くましんし」や「やまねこせんせい」、タヌキの子ども、
迷
子
に
な
っ
た
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
離
農
農
民
そ
の
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
の
ア
レ
ゴ
リ
カ
ル
な
置
き
換
え
で
さ
え
も
な
い
。
け
れども、近代化の波に追われて故郷を離れ、都会で定着しよう
と辛苦を重ねている離農農民とメンタリティにおいて重なる存
在である。そして、まついさん自身は広い意味での彼等の仲間
であり、彼等と共感する存在である。「ほん日は雪天なり」が
端的に示すように、彼等の方もそのことを知っていて、まつい
さんの前では安心して正体を現すのである。
年表的には一九六○年代に既に、公害を始めとする近代化・
都市化の負の側面は部分的に顕在化し始めていた。しかし、多
くの人々の意識の表面にはむしろその正の側面、進歩の側面が
強く映っていたと見てよい。時代意識の表層
には現れな
いが、
底の方には確かに流れている哀惜の感情を、「願い」の形で表
象したところにこそ『車のいろは空のいろ」の世界が放つ一一一一口い
しれぬ魅力のみなもとがあったと言える。「すずかけ通り一一一丁
目」でさえも、そのほんとうのモティーフは、失われた戦前の
生活の懐かしさであろう。
やや主観的な評価になるが、私は『続車のいろは空のいろ」
以下の続編をあまり高く評価しない。これらの諸編が書かれる
までの間に、近代化はいわば反省期に入り、ひとびとは自然環
境
の
重
要
性
や
消
費
中
心
の
経
済
の
矛
盾
、
あ
る
い
は
都
市
と
農
漁
村
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
を
し
だ
い
に
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
2４
持ち続けるであろう、と。
とは、まついさんとその乗客が表象するものの意味を、ありき
たりなモティーフに変えていく方向に作用した。「ほたるのゆ
め」は、自然環境の復元を扱っている。「まよなかのお客さん」
は使い捨ての文化への批判を含んでいる。てらないどうし」
は戦争体験の風化への危愼を描いている。しかし、それらの作
の思想的なわかりやすさは、作品に力を与えているとは思われ
ない。その理由は、〈よくそう言われるように、文学的表現が
もっぱら心理や情緒に関わるからではなく）、文学作品を支え
る「思想」が、時代の深層から身体感覚によって汲み上げられ
るべきものだからである。
では、今やはるかな昔となった六○年代後半の心性を湛える
「白いぽうし」そのほかの作品群が、現代の私たちをなお引き
つける理由は何なのであろう。あるいは、その魅力は今後もあ
せないのであろうか。この問いは、どうやら、ギリシア文学に
ついてのカール・マルクスのよく知られた問いｓ経済学批判
要綱序説壱に似てきてしまったようである。さしあたり次の
ように答えておこう。私たちが、私たちなりに「失われたもの」
への郷愁を心に抱いている限り、そして、その郷愁の対象が私
たちのかたわらでひっそり生き延びていてくれたらという不可
能な夢を捨てきれない限り、おそらく「白いぽうし」は読者を
（付記）本稿は、二○○六年一○月六日「金沢大学教育学部
国語国文学会」において口頭発表した内容をもとに、改訂・
増補を加えたものである。当日ご清聴いただき、ご意見等を
下さった皆様に感謝申し上げたい。冷房タクシーに関する新
聞記事の検索には、「読売新聞昭和戦後期誌面検索システム」
「〈聞蔵〉朝日新聞記事全文検索システム」等の検索システム
を利用した。三作者によって）主観的に考えられた意図」は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
解
社
会
学
の
用
語
言
理
解
社
会
学
の
カテゴリー』’九一七年など）のもじりであるが、そのこと
に深い意味はない。「白いぽうし」等の作品の引用は、あえ
て手近な最新の版（ポプラポヶット文庫版、ポプラ社、二○
○五年）によった。初版単行本とそれ以後のたびたびの改版
の問には改訂による細かな語句の異同があり、そこにも時代
の変貌が明らかに窺える。しかし、その意味を解明するには
初出誌を含めた書誌学的な検討と、通常の本文批評の方法と
は異なる語彙史的な分析が必要となる。データ調査が及んで
いないことの他に、本稿とは全く異なる考察枠組みが必要に
なることもあり、本稿では本文異同の問題には触れないこと
とした。
（本学教員）
2５
